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世界のリーダーのために祈ろう 

日本も「平和ボケ」しておれない事態になっています。中東では、日本に石油を運搬中のタンカーがホルム

ズ海峡で攻撃され、緊迫する米中関係は経済界を大きく揺さぶり、朝鮮半島情勢も予断を許さない事態になっ

ています。エネルギーと食料を海外に大きく依存している私たちの国は、世界と平和共存することが必須の条

件です。日本のリーダーのためだけではなく、米・中・露・北朝鮮・韓国・イスラエルなどのリーダーが神に

喜ばれる政治を行えるように祈り続けてまいりましょう。            

代表カタリスト 神田英輔 

インド訪問報告 

 4 月 10～29 日、インドを訪問しました。2008 年に

4 ヶ月、私はインドで包括的な宣教の働きを実践して

いる仲間たちに会い、彼らから多くを学びました。今

回の訪問で、この 10 年のインド社会の劇的な変化を

実感しました。目覚ましい経済発展や技術革新が起き、

「中流層」のボリュームがふくらむ一方、農村部やス

ラム街などの貧困層の相対的貧困の度合いは深まり、

社会は深く分断されています。また、5 月に再選され

たモディ首相率いるヒンズー原理主義政党の影響に

より、他宗教への圧力が強まり、キリスト教の働きを

推進する人々は苦境に立たされています。 

そのような中にあっても、11 年前に出会った「信仰の同志たち」とも呼べる友人たちは、闇が深くなると

なお輝く星々のように、忍耐を働かせ、創造性を発揮し、社会の様々な問題や分断に立ち向かい、キリストに

ある愛を実践しています。彼らの勇敢な姿に励まされるとともに、私が彼らに会いに行ったことが大きな励ま

しなったと語ってくれました。FVI を通して、いくつかの働きを「種資金」で応援してきました。今の政治状

態を鑑みると、そのような資金協力はこれからほぼ不可能になるでしょう。しかし彼らの一人が言ってくれた

「君たちは我々の働きが立ち上がるために『最初の種』を与えてくれた。あれは本当に意味深い貢献だったん

だ」。インドの仲間たちを代表して皆様のご支援に感謝申し上げると同時に、今後も彼らの働きのためにお祈

りいただけますようお願いいたします。（陣内） 



「この時だからこそ」 東アジア・若者リーダー集会 ローザンヌ運動＠済州島   

 科学と技術による経済的恩恵を受けて、21 世紀の世界

で存在感が高まった中国語圏、朝鮮半島、日本が属する東

アジア。その中で相互不信の溝が深まっている。 

今春、モンゴルを含めた東アジアの若手キリスト者が韓

国・済州島に会した。資源が眠る領土・領海意識や自国民

優先を挑発される時代、これらのどの国でも少数派と言わ

れるキリスト者たちだ。何のために集まったのか？ 

それぞれの民族を、互いが祝福になるように建てあげた

聖書の神を共に見上げるために。それぞれの民族には異な

る強みがあり、多様性をもって造られたのだ。そして、イ

エスの血潮によって、神があらゆる民との和解に導いて下さったことに、これからの時代の平和の鍵があるこ

とを一緒に思いめぐらすために。 

21 世紀は、人類が道徳的に中立な科学と技術を用いる動機を大きく問われる時代だ。ピンポイントで大規

模、瞬時に到達できる技術で、自分に都合が悪い人や民族を疎外し、抹殺し得る時代になったからこそ、私た

ちは平和に生きるために、誰も、どの民族も完全ではないことを肝に銘じ続ける必要がある。個人や国家同士

が慈しみあい、赦しあって共に生きるという選択肢以外、あり得ないのだ。 

今回、次世代を励ます役割を託されて東アジアの若手集会に参加した私は、「この時だからこそ」顔を合わ

せて集まる意義を深く感じた。不完全な者たちを慈しまれるかたについていく東アジアの若者たちに、次の時

代の希望が見えた気がしたのだ。彼らのために祈らずにはいられない。    （柳沢） 

 

その他の活動（201９年３～５月） 

 戸田福音自由教会（戸田市）、立川福音自由教会（立川市）、オールネイションズチャーチ（バラナシ）、練馬グレースチャペ

ル（練馬区）、帝京科学大学（足立区）、万座温泉ホテル・日進館カルチャー講演会（嬬恋村）、小さないのちを守る会・理事会

（立川市）、名古屋一麦教会（名古屋市）、海津キリスト教会（海津市）、東京武蔵野福音自由教会（武蔵野市）、那覇バプテスト

教会、小禄バプテスト教会（以上那覇市）、沖縄ヘブンズチャーチ（読谷村）、世界宣教教会（中城村）、嘉手納アッセンブリー

教会（嘉手納町）、隣人キリスト教会（豊見城市）、沖縄南部教役者会、インターネットセミナー「はこぶね便」、近江兄弟社高

校（近江八幡市）、伊丹ロータリークラブ（伊丹市）、天外内集会（伊丹市）、バンクーバーチームと福島訪問、東アジア若者リ

ーダー集会参加（韓国・済州島）、東京基督教大学などで FVI カタリストが奉仕させていただきました（順不同）。 

 

働きの支援、会費支払いのための送金方法 

 

 

 

＊このレターは、希望された方に郵送させていただいています。送付先の変更、差し止めなどは、事務局にお知らせください。 

＊国内のカタリストを支援する場合、カタリスト名を、海外の活動を応援する場合、国名などを通信欄にご明記ください。   
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